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 海外情報

新型コロナウイルス感染症関連の情報
調査情報部

　調査情報部では世界的な新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、各国政府の対応など需
給に影響を与えるタイムリーな情報を、海外情報としてホームページで随時掲載しております。
（掲載URL：https://www.alic.go.jp/topics/index_abr_2021.html）
　ここでは、前月号までにご紹介したもの以降、１ １月末までに掲載したものをまとめて紹介
いたします。

（令和３年１１月９日付） 
オランダ、新型コロナの影響で食肉消費量が前年から減少（ＥＵ）

　オランダのワーヘニンゲン大学は１０月２８日、２０２０年の食肉消費量に関する調査結果を
公表した。これによると、同年のオランダの１人当たりの食肉消費量（枝肉重量ベース）は
７５. ９キログラムと前年から１. ９キログラム減少し、調査を開始した０５年以降で最も低い水
準となった。また、前年からの減少幅は最大となった。品目別に見ると、豚肉が３６. ２キログ
ラム（前年比０. ５キログラム減）、鶏肉が２２. １キログラム（同０. ８キログラム減）、牛肉が
１５. １キログラム（同０. ４キログラム減）、その他の肉などが２. ５キログラム（同０. １キロ
グラム減）となった。なお、１０年から１６年にかけて１人当たりの食肉消費量は減少していた
が、今回の減少幅（１. ９キログラム）は、この６年間の減少幅にほぼ匹敵するものとなった。
　同調査では、２０年は新型コロナウイルス感染症感染拡大防止に伴う各種規制によりレストラ
ンの閉鎖や講演会、イベントなどの中止もあったため、例年と異なり家庭外での食肉消費が少な
かったとしている。その代わり、家庭内での食肉消費が増加し、スーパーマーケットや食肉小売
店での食肉販売量は５５万５７００トン（前年比２万４６００トン増）と大きく増加した。食肉
販売量の増加分のうち、生鮮肉が２万３３００トンと大半を占めているが、食肉小売店などでの
販売量の増加は、２０年の食肉消費量の減少を補うものではなかった。
　この食肉消費量に関する数値は、ワーヘニンゲン大学がオランダの動物福祉団体ワッカーディ
ア（Wakker Dier）に依頼されて算出したものである。この結果を受けて、同団体は、動物福
祉や気候変動を持ち出すまでもなくオランダ人の食肉消費量は依然としてオランダ栄養センター
が推奨する消費量を上回っており、健康のために食肉の消費を減らす必要があるとし、植物性食
肉代替食品の販売が増えていることも歓迎するコメントを発表している。
　一方、ワーヘニンゲン大学は、植物性食肉代替食品の販売が増加傾向で推移しているものの、
同食品の市場規模は食肉小売部門の販売金額の４％ 程度であり、今回の食肉消費量の減少と同
食品の販売増加はほとんど関係ないとし、むしろ、コロナ禍が収まった後、この減少分が同食品
に向かうよりも食肉の消費が増えることになるであろうとしている。
 【調査情報部　小林　智也】

欧　州
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